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菊
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宕
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も
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灼
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方
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方
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干
 

谷
*

J5-台
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な
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方
5
干
 mg
le
ts吝
衣
12

3
の
«2̂
人
が
住
2
衣
い
ま
し
15。

今
年
30逢
.0

な
つ
15各
務
原
m
衣
す
が
、

3

——

つ
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「か
か
み
汾
画
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«x
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ま
ち
の
厘
史
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€2

茲
酋
か
5
始
ま
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乙
〇
系
で
す
*

黎

G

te.
も
「
ヒ
よ
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つ
Z
は
し3

。

孝
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と
接
*
2
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に
w
$
乙
2
こ
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活
9
し
C
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r
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^
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男
^
は
こ
®

真
の
炎
#
^

6
7
2
年
、
天
皇
の
位
を

ね
/XV

つ
2
つ
の
勢
 

力
が
つ
い
に
ぶ
つ
か
つ
だ
。
亡
<
な
つ
 

だ
天
智
天
皇
の
子
の
大
友
皇
子
と
、
天
 

皇
の
実
弟
の
大
海
人
皇
子
、
つ
ま
10
甥
 

と
叔
父
に
よ
る
皇
位
を
め
ぐ
る
あ
そ
ら
 

い
だ
。

大
海
人
皇
子
の
軍
隊
は
、
大
友
皇
 

の
い
る
近
江
ぺ
と
進
撃
を
開
始
し
だ
。 

そ
れ
を
指
揮
す
る
の
は
、
舍
人
の
一
人
 

で
あ
る
村
国
男
依
。
男
依
は
、
各
務
原
 

を
本
拠
地
と
す
る
小
豪
族
に
す
ぎ
な
か
 

つ
だ
が
、
大
海
人
皇
子
と
の
信
頼
関
係
 

は
強
か
つ
だ
。

「と I

う
、
ど
う
し
て
大
人
だ
ち
は
 

戦
を
す
る
ん
じ
や
」

男
依
は
、
息
子
の
志
賀
麻
呂
に
尋
ね

ら
れ
だ
こ
と
が
あ
つ
だ
が
、
す
ぐ
に
は

答
え
ら
れ
な
か
つ
だ
。

戦
に
勝
て
ば
、
里
の
人
々
の
暮
ら
1

が
良
く
な
る
、
そ
う
信
じ
て
今
衷
疋
 

つ
て
き
だ
。
大
海
人
皇
子
の
舎̂C%

し
 

て
い
る
の
も
、
中
央
と
つ
な
が
る
こ
と
 

で
里
の
力
を
大
き
<
し
、
み
ん
な
を
幸
 

せ
に
し
て
や
*0だ
い
と
い
/

つ
気
持
ち
が
 

あ
れ
ば
こ
そ
だ
。

お
よ
そ
彳
か
月
続
い
た
壬
申
の
乱

は
、
大
友
皇
子
の
自
殺
、
大
海

人
皇
子
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
る
。

将
軍
と
し
て
指
揮
を
と
つ
だ
男
依
は

も
ち
ろ
ん
、
美
濃
か
ら
徴
兵
さ
れ
だ
農

民
だ
ち
も
命
♦か
け
の
活
躍
を
し
だ
。
そ

の
だ
め
、
天
武
天
皇
と
な
つ
だ
大
海
A

皇
子
の
美
濃
に
対
す
る
評
価
は
高
か
1

た
。
乱
の
後
、
男
依
に
は
他
の
舍
人
よ

り
多
 

<
の
給
与
と
連
姓
が
与
ぇ
5-れ
、

男
依
は
貴
族
の
仲
間
入
り
を
果
た
レ
た
。

1

—

€
m
$
i

に
多
れ
的
を
も

族
申
手
目
長



顧
天
下
魏
一
を
支
ミ
た

力か

凝本坪笑
3

力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
つ
だ
織
田
信
長
が
、
東
美
 

濃
へ
攻
め
入
る
際
に
、
目
の
上
の
こ
ぶ
的
存
在
 

だ
つ
だ
の
が
、
鵜
沼
城
•

伊
木
山
城
だ
。
と
こ
ろ
が
、 

鵜
沼
城
攻
め
に
は
、
予
想
以
上
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

し
ま
い
、
誰
も
が
い
ら
だ
ち
始
め
て
い
だ
。

こ
/

つ
い
う
と
き
に
こ
そ
、
木
下
藤
吉
郎
は
本
領
を
発
 

揮
す
る
。
戦
い
方
のv

□
ハ
を
学
ん
で
い
な
い
の
が
逆
 

に
、
奇
策
を
思
い
つ
<
手
助
け
と
な
つ
て
い
だ
。
信
長
 

は
、
藤
吉
郎
の
申
し
出
だ
作
戦
に
、
首
を
縦
に
振
つ
だ
。

下
様
に
頼
ま
れ
だ
と
あ
つ
て
は
、
断
る
わ
け

に
は
い
か
ん
し
な
」

藤
吉
郎
の
考
え
だ
作
戦
は
、
川
並
衆
の
®
き
を
抜
き

に
し
て
は
考
え
5
れ
な
い
も
の
だ
つ
だ
。
川
並
衆
を
支

配
し
て
い
た
坪
内
利
定
は
、
ひ
と
し
す
<
の
血
さ
え
も

流
さ
な
い
「調
略
」
と
い
/

つ
や
り
方
に
少
し
驚
い
だ
が
、

快
 

<
 

承
諾
し
だ
。

「こ
の
木
曾
川I

帯
は
、
尾
張
国
と
美
濃
国
に
挟
ま
れ

だ
重
要
な
場
所
じ
や
が
、
わ
し
5
に
と
つ
て
は
庭
み
だ

い
な
ち
の
。
案
す
る
こ
と
な
か
れ
」

利
定
は
自
信
を
持
つ
て
答
え
た
。

伊
木
山
城
と
鵜
沼
城
の
調
略
は
、
意
外
に
も
短
時

間
で
終
わ
つ
だ
。
組
頭
と
し
て
の
初
陣
を
成
功

さ
せ
だ
藤
吉
郎
は
、
と
て
も
上
機
嫌
の
よ
/

つ
だ
。
し
か

し
、
ま
さ
か
こ
の
猿
の
よ
/

つ
な
風
貌
の
男
が
、
後
に
天

下
を
統I

し
よ
^
と
は
、
利
定
に
は
知
る
術
も
な
か
つ

だ
。
ま
し
て
や
そ
れ
に
、
自
分
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
つ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

i

的

部
ら
方
点
郎
き
仕
か
の
地
た
の
吉
し
川
は
け
あ
す

:

と
の
拠
-

I'lい
り

ti-i原
領
し
：g

秀
加

M!躍

。
が
で

,

 
こ
を
滕
て
取
年
ヶ
を
ま
-

|!:1て'
参
.
活
ん
力
ず

'

 
0
 
、
え
を
90閲
ど
き
家
パ
も

|;->の
せ
の
は

は
界
は
塒
衆
15、
な
岡
取
；̂
に
©
族
ま
陰
い

，
川
衆
が
並
。
は
部
を
将
)

i:ど
•
一
り
た
な

吉
矜
並
会
川
す
定：

な

m
内
あ
つ
は

秀
木
川
機

、
ま
利
の
陣
本
の
陣
織
坪
は
い
で

HH

 
。
た
の
は
き
の
郡
に
旗
分
の
た
た
で
ぅ
言

做
た
じ
躍
族
い
族
務
納
、
身
M
け
え
の
こ
過

の
し
通
活
一
て
：
各
加
は
る

.
あ

f.l:も

、
も

後

ま

に

、
内

し

た

、
新
族
き
冬
を
に
な
は
て

{
い
勢
れ
坪
ぱ
っ
げ
、
：
で
坂
名
れ
か
功
つ

郎
て
地
さ
の
伸
従
あ
れ
内
が
大
で
ぞ
や
武
言

:

 
を
ら
坪
見
や
央
れ
華
の
と

鶴
r
す
r
る
s

tL形
濯
形
利
地
力
康
柄
え
、
n
兵
中
そ
ど
氏

地
に
 
勢
家
-f-与
後
御
出
 
の
ほ
H



中山道（江戸一京都）は、江戸時代の五街道の一つで 
す。山や峠など険しい箇所が多くありましたが、東海道 
のように大きな川や海がないため、その裏街道として、 
商人•旅人によく利用されていました。各務原市内の場 
合、旧国道21号線が、ほぼその中山道にあたります。
鵜沼宿は、江戸より52番Hの宿場町。宿内を大安寺川 
と金山川が横切り、道の中央に用水溝が通っていました。
西町にある本陣へは、姫宮や大名、蘖府の役人のほか、 

将軍家へ献上される「御茶壺様」や「御牛様」も宿泊し 
ています。そのたび、宿は準備に大慌て。また、周辺の 
村々でも、参勤交代などの大きな行列には人や馬をだす 
こと（助郷制度）となっていたため、大変な負担でした。
さて、江戸時代の旅人と言えば松尾芭蕉。彼も1685〜8 

年に3回、鵜沼宿を訪れています。宿泊は脇本陣（坂井 
家）です。それを記念するものとして現在、脇本陣跡に 
は、芭蕉が彫った句碑『ふぐ汁も喰へば喰せよ菊の 
酒』の復元されたものが建っています。

宮
様
♦か
昼
食
を
と
つ
だ
本
陣

の
桜
井
家
で
は
、「そ
そ
/

つ

が
あ
つ
て
は
大
変
」
と
大
騒
動
だ

つ
だ
ら
し
い
。

そ
ん
な
慌
だ
だ
し
さ
も
、
今
と
な

つ
て
は
嘘
の
よ
/

つ
。
宿
は
、
い
つ

も
の
娠
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

「末
代
ま
で
の
語
り
草
よ
の
/

つ
…
」

村
人
の
独
り
言
を
、
地
藏
様
が
黙

つ
て
聞
い
て
い
だ
。

沼
衰
い
す
姑
ん

儀
寿
し4

つ
た
日

「宮
様
の
御I

行
が
、
あ
ん
ば
よ
 

/

つ
、
通
つ
て
い
か
れ
ま
し
だ
。
あ
 

り
が
と
う
ご
ぜ
い
ま
す
」

村
の
年
寄
10
が
地
蔵
様
に
手
 

を
あ
わ
せ
て
い
る
。 

1
8
6
1
年
初
冬
、
鵜
沼
村
は
、

で
も
ち
き
り
だ
。
嫁
ぎ
先
は
14代
 

将
軍
家
茂
。
「公
武
合
体J

を
世
に
 

ア
ビ
ー
ル
す
る
バ
フ
ォ
—
フ
ン
ス

と
し
て
、
中
山
道
始
ま
つ
て
以
来

の
、
そ
れ
は
そ
れ
は
華
麗
な
嫁
入

り
行
列
だ
っ
だ
。

「ほ
/

つ
や
け
ど
、
ま
わ
し
を
す
る

の
は
、
ほ
ん
に
難
儀
な
こ
つ
ち
や

つ
だ
な
あ
」

地
蔵
様
を
前
に
、
つ
い
つ
い
、
愚
 

痴
の
ひ
と
つ
ち
こ
ぼ
し
た
<
な
る
。

宿
内
の
道
に
は
砂
を
敷
き
つ
 

め
だ
。
表
の
戸
や
障
子
は
 

外
し
て
四
方
見
通
せ
る
よ̂
に
し
 

だ
。
『見
苦
し
い
も
の
は
撤
去
せ
 

よ
』
と
の
お
達
し
で
、
看
板
な
ど
 

ち
す
ベ
て
取
10
除
い
だ
。

荷
を
運
ぶ
だ
め
、
周
辺
の
村
々
か
 

ら
集
め
ら
れ
だ
人
1
万
6
千
。
残
 

つ
だ
者
は
『音
を
だ
て
る
な
、
裏
 

へ
か
<
れ
ろ
」
と
の
い
い
つ
け
通

り
、
行
列
の
通
り
週
ぎ
る
の
を
小

さ
 

<
 な
つ
て
じ
つ
と
待
つ
た
。

Uk



奴かか

讀
各
#

等ん空

中
山
道
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
歌
 

「ラ
•

マ
ル
セVH—

ス
」 

が
響
<

。
そ
の
歌
声
に
送
5
れ
て
、 

K—

フ
ン
カ
—
が
、
沿
道
を
走
り
 

抜
け
る
。
乗
つ
て
い
る
の
は
、
/
/
/

 

ド
ル
レ
ツ
ド
少
佐
以
下
12人
。
行
 

き
先
は
、
各
務
原
飛
行
場
だ
。

大
正
8
年
、
ま
だ
高
山
線
も
な
い
 

こ
ろ
の
こ
と
。

技
術
指
導
の
だ
め
日
本
を
訪
れ
芝
 

フ
ラ
ン
ス
航
空
団
は
、
約
半
年
間
、 

K—

フ
ン
カ
ー
で
、
岐
阜
の
宿
企0

i
l

f

か
e>各
務
原
ま
で
通
つ
て
い
だ
と

い
/

つ
。

飛
行
場
の
辺
10
は
、
高
度
な
飛

行
術
を
一
目
見
よ̂
と
、
連
日
、

黒
山
の
人
だ
か
り
。
遠
<
か
5
弁

当
持
参
で
来
る
者
あ
り
、
仕
事
そ

つ
ち
の
け
で
大
は
し
や
ぎ
す
る
者

あ
り
…
。
木
曾
川
の
渡
船
場
に
は
、

見
物
客
が
殺
到
し
、
船
の
転
覆
事

 
鋭
の
飛
行
部
隊
を
2
つ
持

故
ま
で
起
き
だ
。 
つ
、
陸
軍
航
空
力
の
重
要
拠
点
と

「な
あ
に
、
日
本
だ
つ
て
、
今
に
 
な
つ
だ
。
現
在
は
、
日
本
有
数
の

世
界I

の
飛
行
機
が
造
れ
る
よ
〇
航
空
機
産
業
の
都
市
と
な
つ
て
い

数
年
後
、
各
務
原
は
、
最
新

わ 
の
で

変
 
軍
本

が 
陸
日

台

rjf草

面

ち

し
て

 
代
6

原

録

'I'f衣

も

で

が

 
時

IK

務
聞
唯
の
水
の
や 
治
大

に
な
る
さ
」

る
。
そ
し
て
、
未
平

密
.
a
す

土
て
野

 
場

ぅ
つ
務

 
習

い
な
各
 
演

「各
務
原
も
、世
界I

の
飛一!::51

や
」 
ま
だ
ま
だ
大
空
は
、
み
ん
な
の
夢

そ
ん
な
地
上
か
ら
の
声
が
、
フ
ロ
 
で
い
つ
ば
い
だ
。

ペ
ラ
の
音
の
中
に
消
え
て
い
 

<
。 
各
務
野
は
ヽ
本
日
も
晴
天
な
〇
。

の
益
野

市
原
の

原
H
此

S

ゎ
い
変

演

0
と
と

兵

番

J
へ

砲

2
い
件

次

J
し
原

が
.

JBそ
務

ど

飛

。
各

な

r
す

。

J
機

ま

!RJ

燕
験
ぃ
離

飛
実
て
柳

r
L
し
昨

機
C)功
m

名
T
成
的

、
S
に
控

は

、
行
噌

ら
た
飛
る
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#

象5-ゞ、へ.

m
加佐美神社（蘇原古市場町）のけんか 
みこしは、死者も出るほど..
昭和44年の祭りから自粛されるよラに
なりました。

統合岐大の建設はぜひ鵜沼東部地区 
と要望していましたが、昭和57年、
工学部とも岐阜市に移転。現在 
市民公園になつています。ここは、

斗 M

^' i
分を生産していた「スイカどころ各務
原jでした。

t^s'

市の誕生と共につ＜られました。
初代コロムビア.□ーズ、高石かつ枝が 
歌つています。

\0^e
:は昭和AA私

こも懊又てい客す

なみ子さんの言うとおりだと 
思います/

5400S&

-1、ラ■:

昭和38年11ms H兮広報紙より:f供版.市発足に私達は2•う辱つ」

か
か
み
のI

歩
/
…
で
も
3
歩
進
ん
だ
ら
、

2
歩
下
が
れ
る
く
ら
い
の
心
の
ゆ
と
り
も
欲
し
い
で
す
よ
ね
。 

だ
か
ら
、
ち
よ
つ
と
だ
け
、
こ
の
30年
を
振
り
返
つ
て
 

み
ま
し
よ
う
よ
。
な
つ
か
し
い
モ
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集
め
て
み
ま
し
た
。

邱
加
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年
八
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な
み
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る
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の
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い
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た
だ
よ
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よ
う

ル
ま
U
て
ま
だ
七
ヶz：

余
 

り
で
す
も
の
、
lll4
lrrぼ
い

 

感
じ
で
も
K
年
、
十
印
 

後
に
は
、
ビ
ル
が
-

V.ち
並

ぶ
か
も
.

い
い
え
、
ビ
ル
な
ん
か
立
 

た
な
く
て
も
い
い
の
よ
 

(.Uみ
よ
い
n'Jに
す
る
の
よ

/!•:ま
れ
た
ば
か
り
の
町
を

川
乳
の
に
お
い
の
す
る
こ
の

各

伐

wi
ll*を

▼
l!JIる

く

、
美
く
し
く

私

ii!の

-I'--で
す
る
の
よ

ね
みG

博
物
館



かかみのアーチスト

「表紙」押し花•樋口美智子
日本レミコ押し花学院各務原教室講師/各務原市つつ 
じが丘4丁目在住

「かかみの絵巻」イラスト•ヒロ ヨシオカ 
版画作家（主にシルクスクリーン）/各務原市鵜沼朝日
町2丁目にァトリエ

「絵はがき」スケッチ•広井稔
日本美術院院友•日本画家/各務原市蘇原舒口町5 丁目

力、力、みのiw年後の、夢日記
心 as a--. Wy

歳:霍基避^^
運^^

! 拜
■g鷄_鱗1|

いで仏（りほしきに

■の
び音し'^。於ir—身'兔一取ラスし一で藏

繁ば_響
秘街たい技ぼし色い色し

31 ■纏,
航空宇宙博物館を中心として、STOL実 
験機「飛鳥」などの航空機の展示をはじめ、 
シミュレーション機で疑似飛行体験ができる 
など、空と親しくなれる公園です。（平成7年 
度オープンの予定）

豊かな自然環境をそのまま取り込み、四季 
を彩る花木の中で小動物とふれあったり、散 
策を楽しむなど、自然の素晴らしさを体験で 
きる公園です。（平成9年度オープンの予定）

広大な芝生広場を中心に、思索の街角、出 
会いの街角、遊びの街角、緑の街角の4つの 
コーナーと中央図書館があり、市民の憩いの 
場となっている公園です〇

_

クロスワードを解いて二重ワクの文字をAからJまで並べると、一つの言葉ができます。それが答です。

1^9 市民プールに行ったら 
ぜったい挑戦するぞ/ H
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だ
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よ
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想
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し
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集
る
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感
 
な
も
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と

特
か
た
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と
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つ

〇

わ

し

、

読
は
つ
ょ

手
も
で
ひ
 
く
か
知
ち

苦
で
が
ぜ
 
し
ほ
と
に

の
私
か
に
 
正

。
ん
”

大
な
い
き
/
.

を
ね
や
ら

が
ん

。
が
ね
”
よ
ち
は

史
そ
た
は
い
原
す
に
が

歴

、
し
募
さ
務
で
人
み
。

は
は
ま
応
だ
各
ん
の
か
た

私
J
し
賞
く
"
い
内
か
し

♦
巻
画
懸
て
+
多
市
"
ま

FC

正
解
者
の
な
か
か
ら
抽
選
で
80名
様
に
、
ホ
ツ
ト
プ
レ
—
卜
•
テ
レ

ホ
ン
カ
—
ド
•

市
民
の
劇
場
(
N

響
•

市
川
猿
之
助
な
ど
)
招
待
券
.

市
民
プ
—
ル
回
数
券
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

♦
応
募
要
領
官
製
は
が
き
に
「①
答
②
住
所
②
氏
名
④
年
齢
®
職
業
(

学
校
)

f
誌
の
感
想
」
を
書
い
て
左
記
あ
て
お
送
り
<
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
平

成
5
年CO

月
31日
(

消
印
有
効
)
で
す
。
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町
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各
務
原
市
役
所
広
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課
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L
L
か
か
み
が
は
ら
懸
賞
ク
ロ
ス
」
係

—
日
号
、
15日
号

■

航
空
宇
宙
文
化
都
市

「か
か
み
のI

歩
/
」
は
30周
——

•

不
動
は
承
久
の
変
の
古
戦
場

「ラ
ぬ
ま
の
森
」
の
図
書
館
は
「——

さ
ん
」

ノ
オ
ヨ
リ
(

人
物
名
)

盆
踊
り
に
は
新
各
務
——

を
踊
ろ
う

「ヨ
コ
13」
が
活
躍
し
た
I
の
乱

「タ
テ
2
」
を
南
北
に
横
切
る
——
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で
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め
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昭
和
38年
4
月
1
日
、
那
加
•

稲
羽
.

鵜
沼
.

蘇
原
の
 

4
町
が
合
併
し
て
「各
務
原
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

こ
の
冊
子
は
市
制
30周
年
記
念
誌
で
す
。

各
務
原
市
®
書
館


